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年少人口 （０～１４歳）比

生産年齢人口（１５～６４歳）比

６５歳以上人口比
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→

→
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扶助費→１０年間で実質負担２億増加！

弥富市の現状とこれから
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子育て世帯（※２）を対象に定住者の総数を増やす！

※２…ここでは未就学児を持つ核家族世帯をいう。

・生産年齢人口に減少による歳入の減少
・高齢化に伴う歳出の増加

弥富市の現状とこれから
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弥富市の課題

子育て世帯を対象に定住者の総数を増やす
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弥富市の課題

子育て世帯を対象に定住者の総数を増やす

税収の増加に伴って歳入の増加が見込まれるため
理由

1

理由

2
所帯を持つための最後の転居の機会があるため
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課題に対する目標値

40世帯/年のペースで定住世帯を増やす
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課題に対する目標値

40世帯/年のペースで定住世帯を増やす

今後10年で扶助費が実質２億円増加すると見込まれている

▶ 子育て世代の平均年収を450万円、年税額を25万円とすると、

年間で確保すべき市税は2,000万円 (２億円÷10年＝2,000万円)

年間で確保すべき人口は80人 (2,000万円÷25万円＝80人)

共働き世帯を考慮し、半分の40世帯
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課題の具体化と客観化

未就学児をもつ核家族世帯が、

市内で持家を購入する数を増やす
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課題の具体化と客観化

未就学児をもつ核家族世帯が、

市内で持家を購入する数を増やす

持家購入後は住み替えの可能性が低いため
理由

1

理由

2
未就学児をもつ核家族世帯は持家の購入可能性が高いため
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課題をめぐる弥富市の現状
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夫

31～36歳

妻

29～35歳

未就学児をもつ子育て世帯と想定される夫婦の年齢層



課題をめぐる弥富市の現状

男女ともに転出超過の傾向
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子育て世帯にとっての魅力とは？
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•福祉サービスが充実

•好立地

•その他たくさん

•知名度が低い

•発信コンテンツの不足

良い点 悪い点

子育て世帯から見た弥富市の魅力
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①どんな風に？

「比較広報」で転入を促進！

②いつを目標に？

令和3年度を目標に！

③費用は？

０～２００万円！

具体的な取り組み１ 子育てポータルサイト強化
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明石市 子育て

具体的な取り組み１ 子育てポータルサイト強化
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弥富市 子育て

具体的な取り組み１ 子育てポータルサイト強化



①家計負担軽減のシュミレーション

②通勤時間と家賃相場のバランス

③公園の数・保育所受け入れ枠の状況

他市住民に弥富を売り込む！シティーセールスの実施！！

「比較広報」で転入を促進！
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0円で可能な事：追従型メニュー（クリック率向上）



①子育て支援アプリって何？

役立つ情報を手軽にゲット！

②ポータルサイトとの違いは？

子供情報を登録⇒予防接種など個別情報をスマホに通知！

③作成費用は？

500万円程度（県費による半額補助の可能性あり）！

具体的な取り組み２ 子育てアプリ作成
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①LINE公式アカウントって何？

地域住民のニーズにあわせた情報発信や行政サービス提供

②なぜLINE？

日本国内の「生活インフラ」として定着

1日に一回以上利用する人は日本の人口の６４％以上

③作成費用は？

０円～（アカウント作成は無料、LINE Chat API 20万円）

具体的な取り組み３ LINE公式アカウント
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ご清聴ありがとうございました。

若者に弥富市を


